























































































（SPI）の授業の履修者は 2018 年度、2019 年度と






















































とする。T の単位は [ 時間 ] で、一回の授業を 1.5
時間の学習をするとして、15 回分で 22.5 時間と
なるので、これを基準としている。また、Pbefore
は前期のプレイスメントテストの点数、Paf t er は
後期の SPI の点数である。点数の伸びにも上限は
設けている。テストの点数 Pbefore と Paf t er は 100
点を満点としてそろえるようにしている。実際の
粗点は前期プレイスメントテストが 50 点満点な
ので、Pbefore は粗点を 2 倍したものである。後期
のプレイスメントテストとしては、マイナビの
SPI 全国模試を使用しているが、100 点満点なの























































3.2 前期 SPI と後期 SPI の平均値推移
　前期 SPI の数理問題の満点は 50 点、後期 SPI
の満点は 100 点であるため、前期 SPI の数理の点
数は 2 倍している。今年度の後期 SPI の平均点は
前期SPI 後期SPI 後期SPI－前期SPI
平均 48.6 32.9 -15.7
表 2　フィールド別の平均点の推移
後期SPI 前期SPI 平均点差 未受験者
BI (N=63） 31.6 49.3 -17.7 10
AF (N=16) 34.4 47.3 -12.9 4
SM (N=15) 26 44.7 -18.7 2
OF (N=40) 31.4 46.6 -15.2 6
TB (N=27) 33.4 49.0 -15.6 1
PG (N=10) 50.0 56.0 -6.0 3
MD (N=27) 36.2 52.5 -16.3 4
表 1　前期 SPI と後期 SPI の平均点の変化 (N=215)
（BI= ビジネス情報、AF= 経理金融、SM= ショップマネジメント、OF= オフィス
TB ＝観光ビジネス、PG=IT プログラミング、MD=IT メディアデザイン）
－ 65 －
オンラインのみのサポートによる適応学習の効果












































































2018 年度、2019 年度、2020 年度に 50 ユニット以
上クリアした人数、80 ユニット以上クリアした人
表 3　回帰曲線の傾き、切片、決定係数（R2 値）、20 点以下の人数と率
傾き 切片 R^2 20点以下 20点以下率
BI（N=63） 0.32 16.0 0.01 24名 38%
AF（N=16） 0.42 14.6 0.16 3名 19%
SM（N=15） 0.47 5.0 0.31 5名 33%
OF（N=40） 0.04 29.7 0.00 15名 38%
TB（N=27） 0.37 14.3 0.12 6名 22%
PG（N=10） 0.33 31.6 0.09 0名 0%
MD（N=27） 0.61 3.2 0.27 9名 33%
表 4 　年度における 50 ユニット以上、80 ユニット以上、100 ユニット以上クリアした人数
2018年度（N=45） 2019年度（N=47） 2020年度（N=51）
50 80 100 50 80 100 50 80 100






　そこで、1 回の授業で平均 5 ユニット以上クリ
アしている（50 ユニット以上クリアしている）学
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Effects of online-only support on adaptive learning
Taisuke UTSUMI
【abstract】
    We have been investigating teaching methods using online teaching materials with adaptive learning functions 
to improve the basic academic skills of first-year students since 2018. The results suggest that students’ basic 
academic skills have improved. In this class, the teaching materials were online, however the class was held in a 
PC classroom, and the face-to-face interaction between students and the encouragement of the teachers played a 
major role in maintaining motivation. In FY2020, due to the expansion of COVID-19, we did not be able to 
provide in-person support, and only was able to provide online support. We compared this year's results with 
those of the past two years to measure the effects of face-to-face support.
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